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多
彩
な
催
し
物
紅
一
時
月
一
時
間
訂

穫
し
物
は
、
左
京
の
と
お
り
で
す
点
ま
で
の
問
、
七
夕
一
期
間
中
金
額
交
通

知
、
今
年
か
ら
新
た
に
加
わ
っ
た
も
の
止
め
と
な
め
ま
す
。
察
内
町
、
明
石

に
、
七
月
八
日
行
わ
れ
る
日
本
テ
レ
ピ
町
、
見
附
町
な
ど
も
交
通
規
制
が
行
釦

の
公
開
銀
翻
「
勝
按
書
ド
ン
ド
ジ
歌
合
れ
ま
す
白
で
む
注
意
く
だ
さ
い
。
パ
ス

戦
」
が
あ
り
ま
子
。
停
選
百
円
曜
日
夜
七
は
午
前
十
時
か
ら
牛
皆
十
時
ま
で
乗
り

時
三
十
分
か
ら
放
映
さ
れ
て
い
る
も
の
揖
が
一
部
社
数
き
大
幅
に
変
わ
り
ま
す

で
、
入
揖
券
は
六
月
一
一
一
十
白
か
ら
市
控
門
敬
車
場
〕
無
料
駐
車
場
は
、
オ
1
ミ

所
市
民
相
談
事
で
配
布
さ
れ
ま
す
。
ケ

y
シ
所
有
地
、
博
物
館
の
ニ
か
所
し

入
揖
梓
の
必
要
な
も
の
は
こ
白
ほ
か
か
な
い
た
め
、
車
で
白
見
物
は
な
選
躍

に
、
ラ
ジ
オ
日
本
公
開
謀
者
「
ト
ヨ
タ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
公
館
の
有
餌
駐
車

歌
の
搭
典
」
と
、
日
経
フ
ァ
ミ
リ
ー
劇
場
(
紅
岱
町
立
品
駐
車
場
・
錦
町
駐
車

場
「
家
族
そ
ろ
っ
て
お
楽
し
み
ジ
ョ
!
場
)
は
、
営
業
し
て
お
り
ま
す
。

大
会
」
が
あ
り
幸
す
。
ト
ヨ
タ
離
の
祭
〔
軍
内
山
町
〕
紅
岱
町
駐
車
揖
の
一
階
に

典
は
、
七
月
十
日
に
行
わ
れ
ま
す
が
、
あ
る
市
民
プ
一
フ
ザ
を
開
放
し
、
宍
晶
第

今
年
は
小
野
や
す
し
の
司
会
で
小
柳
ル
一
本
部
を
最
盛
じ
ま
す
。
さ
ら
に
、
富

ミ
子
、
増
田
け
い
子
、
北
原
仮
和
子
な
士
銀
行
前
に
交
通
語
二
本
部
を
、
駅
北

ど
が
出
圏
し
ま
す
。
口
と
西
口
に
案
内
所
在
設
費
し
て
、
競

ト
日
産
フ
ァ
ミ
ロ
i
劇
場
は
、
子
棋
に
光
案
内
や
迷
い
子
、
急
病
人
白
書
謹
な

J

人
慌
の
あ
る
あ
ら
れ
ち
ゃ
ん
や
ゴ
!
グ
ど
を
行
う
ζ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
友

主

ル

5
が
や
っ
て
き
て
、
家
賠
ぞ
ろ
っ
て
達
と
の
静
ち
合
わ
せ
な
ど
に
む
利
用
く

簿
お
楽
し
み
シ
ョ
!
大
会
を
聞
き
ま
一
す
。
だ
さ
い
0

4

い
ず
れ
も
入
場
を
拝
望
さ
れ
る
方
は

洋
品
居
白
片
野
光
起
さ
ん
と
、
片
野
高
方
が
も
う
一
つ
だ
っ
た
の
で
、
今
年
は
在
日
記
白
「
七
夕
プ
ロ
グ
ヨ
ム
」
の
申
し

扇
町
片
野
八
部
さ
ん
に
竹
飾
り
の
話
題
思
い
切
っ
て
外
国
も
の
『
自
時
む
朔
込
み
に
し
た
が
っ
て
く
だ
さ
い
。

に
つ
い
て
お
濁
き
し
ま
し
た
。
』
を
製
作
し
て
い
ま
す
固
た
だ
、
七
夕
昨
年
の
七
夕
ま
つ
り
は
、
三
十
日
十
八

片
野
八
郎
さ
ん
は
「
う
ち
で
は
、
音
に
ち
な
ん
だ
も
の
と
い
う
ζ

と
な
む
万
人
の
人
出
が
あ
b
、
平
塩
駅
白
乗
降

の
物
語
を
毎
年
竹
筒
り
に
衰
弱
し
て
い
で
、
審
査
の
い
先
生
方
に
濯
解
し
て
も
ら
害
志
五
日
間
で
百
十
五
万
人
を
散
一
λ
て

ま
す
の
で
、
今
年
も
壬
の
中
か
ら
イ
メ
え
る
か
ど
ラ
か
」
と
、
心
配
も
あ
る
い
ま
す
。
取
高
は
七
月
五
日
の
日
曜
日

1
ジ
の
わ
く
よ
う
な
も
の
す
ー
』
を
よ
う
で
す
回
し
か
し
、
タ
イ
ト
ル
を
設
で
、
一
ニ
十
八
万
人
と
い
う
数
字
そ
記
録

選
び
ま
し
た
。
昨
年
よ

D
多
少
お
金
を
露
さ
れ
る
あ
た
り
は
、
自
信
も
パ
ッ
チ
し
、
危
険
の
一
捗
手
前
と
い
う
状
態
を

か
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
み

D
の

よ

う

で

す

ロ

示

し

て

い

ま

す

ロ

そ

の

た

め

、

人

の

な
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
と
思
い
ま

ζ
の
よ
う
に
、
時
臨
時
が
練
り
に
輔
教
、
車
の
量
、
迷
い
子
な
ど
い
ず
れ
も

す
」
と
、
自
信
白
ほ
ど
が
留
か
せ
て
い
っ
た
も
の
が
議
在
製
作
中
で
す
が
、
平
け
た
外
れ
の
数
字
だ
け
に
填
畿
な
準
備

た
だ
き
ま
し
た
。
一
考
お
兄
さ
ん
の
塚
の
七
夕
は
品
開
業
活
動
の
よ
う
に
、
竹
が
必
要
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
毎
年
の

片
野
光
起
さ
ん
は
「
昨
草
忠
臣
議
ゼ
特
輯
り
の
華
や
か
さ
を
競
い
奇
う
の
で
、

ζ
と
で
一
す
が
、
中
心
街
を
始
め
市
街
地

今
年
由
竹
飾
り
の
話
題
は
、
市
制
腫
じ
み
の
ド
ク
h
q
l
ス
ラ
ン
プ
の
あ
ら
れ
で
し
ょ
う
一
か
。
そ
乙
色
、
昨
年
兄
弟
で
選
に
な
り
ま
し
た
が
、
千
洪
・
婦
人
服
呂
志
一
白
豪
華
け
ん
ら
ん
た
る
竹
飾
り
や
駅
前
に
大
幅
な
交
通
規
制
を
し
ま

テ
レ
ピ
で
お
な
ち
ゐ
ん
、
千
年
主
主
、
ガ
ン
ダ
ム
な
ど
見
事
全
市
白
部
特
湘
mTL輔
い
た
片
野
麗
者
売
る
活
白
出
し
物
と
し
て
は
評
判
の
が
で
し
き
あ
が
る
も
の
と
患
い
ま
す
a

す。

時革特=七夕まつり
5 月20毘仁田〉

10 ∞ ミミス七夕コンテスト E入場自由〉 市民センター

ゲスト 小林幸子、融いとうとハッピー&ブルー

7月 78C水〉
13 日D 木選幻まとい行進 中心街

14' 00 七夕まつり竹部りコンクール審査 市 内

タ ミミス七夕控露パレード 中心癌

ク 川崎市鵠防音讃隊パレード 中心街

15 ∞平塩市文化連盟公演〈子供音楽会〉 中央公民館

16' 00 市内小学校音楽隊パレード 中心筋

〈崇醤、富士見、中原、相槙、勝原小〕

ク 平嘩空手道協会少哩少主パレード 中心街

19' 00 七夕まつD竹飾Eフコンク」ル夜景審査市 内

7月8日〈木〉
13' 00 平壇文化連援公演〈民爵〉 由央公民館

17' 3C 日本テレピ公開録画〈華客入場券〉 市民センタ」

「勝扱きト，yドン歌合戦」入場券は、 6月30日から市
役戸時市民椙談室で配布する。

7月日日(金〉
10' 30 七夕おどり・市民総おどりパレード
13' 00 平壇文化連接公演(民謡〉
14 口D 竹飾りコンクーノレ入賞者表彰式
15' 30 七夕おどりパレ}ド
18 ∞平塩文化連賠公開(諦時〉
ク ワイニングサワY ドコンサ}ト

出簡 K 1 K 1 Cスみ露自由〉
7月108(土〉
10' 00 七夕まつθ撮影会〈サクラ〉

モデル ミス七夕 i 有名タレント

13 ∞ ミス七夕市中訪問パレード
18' 00 うジオ臼本t開銀音〈要入場券〉

「平塩七夕まつりトヨタ歌の祭典 j

出闇ノJ、都ルミ子、増田けい子、北原佐和子
申し込み往復はがきに住所、氏名を記入のヨえ、干

220横慌市西区老松町19 ラジオ日本 fトヨタ歌¢祭
典」伺へ匂蹄め切!J 6月23臼必着

7月11日仁田〉

10' 00 七夕まつfつ撮影会(フジコ 中心街

モデノレ ミス七夕、ミスインターナショナノレ

11 ， 00 日産プァミ 1)-車場(要入場券〉 市民センタ」

「家族そろってお楽しみショ」大会」あられちゃんシ

ョ~、ゴーグノレ5ショー他 C21自公商〉
申し込み 6月25日1;.ら市役所市民椙欝主主で匿し明ヲ。

14' 00 ミス七夕七三P女烹市中パレード 市 内

タシ 音揖離パレード

ー県警蜜音楽隊とカラーガート;"!欲 a 白膜車悼バトンド

クラーズ '臼麓車肱ベイシノレバー 神奈川社会奉

仕協力団音唱ほ ，平壇バトンクラブ ・4ザ日原マー
チングバンド a相模女子大高等部吹喜楽部 ・ヨコ

ハマUFOトーノレフラッグチーム SAN、トチン
グスクーノレ ー葉山少年少女音変位 PLl¥!BAパ
トンチーム ・横浜市消防音楽隊 ー棄野少女王ツノて

鼓笛隊 ・寒川府司自パy~鼓笛隊

一円一一一一J、七夕まつり協賛行纂ー~一一一一?
7月 7日-ll日 七夕記念切手麗 C見附台体育館奇心、七夕観
光記念タバコ麗示会(釈前日産レンタカ凶内〉

7月II日(臼)10' 00 俳句大会(図書館〉、開碁大会(勤労

会館〉、将棋大会〈花京公民館〉、 11 ∞)I[棚大会(市民セ
ンター〉、 13'00 短歌大会〈勤労会館〉、辞射神事 f参々九
手挟式J (平埋八幡宮〉

昭和57年5月15臼/毎月15自発行/88.∞0部/神奈川祭平塚市役所発行
綴集・企磁部広報課/乎お4平塚市浅間町§番l号電話23-1111

A
M

古
さ
の
棄
さ
ら
さ
ら
、
申
書
ば
に
ゆ
れ
る
お
星
さ
ま
き
金
き
ら
、
き
ん
ざ
ん
砂
子
今
年
も
七
夕
ま
つ
り
与

す
が
や
っ
て
し
き
ま
し
だ

A
q
時
は
、
市
制
施
行
五
十
潟
年
を
お
祝
い
し
て
ま
ず
七
月
一
日
か
ら
、
中
央
公
民
会

会

館

の

ζ
け
ら
落
と
し
ゃ
数
々
自
健
じ
物
が
七
月
十
一
白
ま
玄
繰
呂
広
げ
ら
れ
ま
す
。
モ
し
て
、
七
月
七
日
官

官

か

阜

タ

ま

つ

D
が
始
ま
担
、
七
月
十
一
同
な
ま
で
舗
〈
の
だ
、
ロ
ン
グ
ラ
ン
の
お
祭
り
同
町
分
と
な
る
よ
う
官

官
で
す
。
一
方
、
七
夕
ま
つ

D
に
華
室
添
え
る
ミ
ス
七
夕
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
六
月
二
十
日
市
兵
セ
ン
タ
ー
で
会

食
仔
わ
れ
、
一
一
一
人
の
ミ
ス
七
夕
が
誕
症
す
る
ζ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
。
そ
こ
で
、

ζ

れ
ら
の
話
麗
伊
逗
っ
会

合
て
、
ほ
ぽ
閉
ま
っ
た
七
夕
む
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
紹
介
L
ま

し

ょ

う

。

円

以

人a220，941人
世帯 69，188世帯
(57年 5!ll沼環在〉

中心街

市内

市民センター

グラム-~~

中心街

中央公民館

信用金草本百

出心街

中央公民察官

市民セン次}

ら
行
っ
て
き
た
七
タ
ク
D
1
Y作

戦
在
、
今
年
も
七
月
寸
一
日
午
前

五
時
か
色
村
い
ま
す
。
閣
近
は
、

ボ
l
イ
ス
カ
ロ
ト
串
名
品
摺
サ
ー
ク

ル
同
体
の
協
力
を
一
帯
て
、
市
民
く

る
み
の
揖
弱
へ
発
援
し
つ
つ
あ
D

ま
す
。
品
切
母
も
、
こ
の
夕
刊
M
l
y

作
戦
が
さ
忌
に
大
書
法
輸
に
な
る

よ
っ
、
重
さ
ん
、
苦
、

F
協

力
を
お
綴
い
し
ま
す
。

ん
。
強
行
手
段
に
よ
る
排
除
を
望

む
声
も
あ
る
よ
ー
う
で
す
が
、
利
用
者

千
台
、

ζ
の
う
ち
品
川
定
場
所
以
外
に
の
事
槽
も
あ
る
と
患
い
ま
す
。
問
題

放
摩
さ
れ
て
い
る
白
が
一
一
一
千
台
で
解
説
に
は
、
ま
ず
、
受
血
栓
作
る
必

す
。
ζ
れ
は
、
平
埋
由
玄
関
口
の
費
害
が
あ
D
一
ま
す
。
近
々
、
駅
前
に
と

観
を
揖
相
、
品
作
者
の
巷
行
萌
害
や
め
て
あ
る
蕊
盲
目
台
升
を
収
容
官
ぎ
る

災
害
時
の
障
害
駒
と
な
り
、
は
た
ま
擁
設
が
駅
ピ
ル
東
側
に
雪
苦
争
と
の

た
自
転
車
盗
な
ど
m
U
犯
罪
を
誘
発
し
乙
と
、
施
認
の
制
掃
は
受
益
者
負
記

て

い

ま

す

。

と

し

て

次

由

収

容

描

誼

薩

保

の

た

め

オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
以
降
の
交
通
横
田
一
助
に
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ

関
自
再
三
の
篠
と
げ
、
世
遁
渋
滞
由
う
。

た
め
り
パ
ス
発
着
時
割
自
不
確
実
向
回
転
車
白
放
皿
胞
を
な
ぐ
し
て
駅
前

さ
、
貴
重
な
朝
四
時
間
。
穣
か
室
長
い
に
す
る
に
は
、
市
民
白
震

に
、
自
転
車
や
パ
イ
ク
は
、
日
常
の
解
と
協
力
が
必
要
で
す
。
自
転
車
を

交
通
宇
宙
と
L
て
手
軽
壱
担
制
な
も
利
用
す
る
方
、
し
な
い
方
、
お
互
い

の

で

す

。

に

患

い

や

b
を
も
ち
、
ぜ
め
て
底
ま

関
偶
者
も
、

ζ

白
対
揮
に
は
読
者
で
よ
世
捗
十
分
以
内
田
方
は
、
鑓
露
出
U

痛
め
て
い
る
き
で
す
が
、
草
十
た
め
に
も
揖
き
ま
し
ょ
う
。

e



()徴収事務嘱託主主…守幸子名

・費絡年齢55歳から60歳までの男子

・給与月額12万F事事E主

・仕事留民健康保倹税の徴収

く〉係縫業務尊重託員・ ..1名
・資格保健嬬か看護婦、

を有し、 35歳7J>ら58歳までの女子0
・勤務時間午前9時~午後4時
・勤務場所東部福祉会館由痔荘

・枯草月額10万円程度
・仕事老人の鍵麗椙談、応急処重量専の

探鑓業務

。清掃作業員...........15名
・費格大学生のみ〈自額5.500河〉
a 期間 7 月12B~8 月31日

。薬剤j数脊作業員ー ヰ名

・費絡大学生のみ亡日額5.50C円〉

"期間 7 月 5 El ~9 月 10 日

。申し込み 市販の履盟霞書を5月21日

までに職員課人事係へ。

謬
耳
、
人
の
弱
み
に
つ
け

ι会
議
外
な
利
息
苦
取
っ
て
金
者
貸
し
付
け
た
D
、
誇
夫
な
盛
田
や
甘
い
」
一
嘉

で
害
者
つ
句
、
家
も
建
て
る
こ
と
一
の
で
重
な
い
十
帯
用
語
売
れ
U

つ
け
た
b
す
る
讃
岩
が
い
る
。
ま
た
、
み
な
さ
ん

の
護
家
事
ほ
、
消
火
器
主
襲
、
務
策
、
案
内
は
い
か
が
わ
し
い
緩
や
健
康
会
話
な
ど
迄
い
篠

原
で
発
huつ
け
る
怒
輯
な
鶏
岩
が
事
〈
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
私
た
ち
の
牛
耳
田
環
境
掛
援
す
ゴ
ミ
の
京
滋
投
裂

や
汚
水
の
た
れ
郡
垣
善
重
孝
る
孝
之
匂
長
率
だ
な
い
。
こ
の
た
め
、
妻
で
は
六
月
中
を

「
市
民
筆
集
襲
撃
絡
ま
り
強
化
月
間
」
と
し
民
主
君
事
捕
ま
白
ι

を
強
化
し
て
い
る
。
万
一

被
露
に
あ
わ
れ
た
と
吾
や
お
菌
白
也
弁
善
政
、

に
す
る
e

v一
豆
沼
り

0
・
一
一
一
一
軒
音
響
え
る
利

息
自
由
官
約
全
文
払
い
を
し
な
い
。

マ
制
患
者
支
出
引
き
さ
れ
F湯
舎
は
、
実

際
に
受
け
敢
っ
た
金
額
聖
耳
金
と
し
て

利
息
の
計
算
栓
し
て
み
る
。

V
法
外
な
制
覇
官
を
取
ら
な
い
か
わ
り
に

商
品
を
措
り
つ
け
る
業
者
か
ゐ
は
、
鐙

b
な
い
よ
う
応
ず
る
。

な
い
由
で
、
む
注
意
聖
子
。

。

二

セ

医

者

に

注

意

す

ぐ

護

軍

由

へ

と

逮

楠

在

。

「
習
績
に
良
い
」
「
神
経
痛
に
良
〈

7
平
境
議
顕
著
良
一
一
一
四
五
O

市
探
知
明
談
窓

n
i
一
一
一
一
内
綴
二
九
一
品

。
人
緩
漆
捧
相
談

{
6月
日
日
〈
火
〉
、

7
R
6自
(
市
O

G
骨
激
務
機
相
鍛
{
刊
叫
晶
吋
i
犯
時

。
一
般
法
措
相
談

7
R
1日
〈
木
)
、

7
月
刊
判
官
(
火
〉

予
約
制
(
電
話
で
も
可
)
、
お
時
1
日即時

中
宅
地
建
物
相
銭
高
官

g
n時
i
語

予
約
制
制
(
犠
穏
で
も
常
〉

。
資
記
、
供
託
ぺ
瀦
懇
桐
相
談

7
月
9
臼
〈
金
〉
、
お
緑
i
v即時

〈
〉
住
宅
縮
談

6
月
泊
目
(
火
〉
刊
日
帰
i
m時

。
下
務
取
引
巡
間
出
品
っ
せ
ん
栂
桜

6
舟
幻
自
〈
木
〉
認
縛
泊
分

i
v均時

。
定
明
年
金
相
談

7
月
8
自
〈
木
)
初
時
itu時

。
一
融
市
民
相
談
毎
日
(
た

rk土
曜
日
は
立
時
ま
で
。
日

韓
祝
日
は
除
〈
〉

〈
〉
調
関
生
意
相
開
設
銭
遊
金
曜
日
、
初
時

f
お
時

。
発
叫
明
帯
譲
特
許
強
談

7
月
5
日
合
同
)
ぬ
時
itω
蒔

脅
少
年
制
帽
談
塗
〈
市
民
セ
yh到
7
1
9
一一騎〉
判
例
七
一
-
一
一
一

月
i
金
認
証
官
蒔
5
苅
時
土
曜
日
は
日
時
ま
で

福
祉
会
館
お

i
一
一
一
町
一
三
三

。
心
配
司
」
と
相
談
毎
週
湾
関
西
(
第
五
を
珍
む
ね
時
i
お
時

。
一
母
子
指
鮫
録
選
月
i
金
曜
臼
9
時
T
お
時
鈎
分

。
家
擦
児
撃
格
駿
毎
適
用
1
金
曜
百
主
持
i
M山時

。
高
齢
者
職
輔
担
割
鋭
毎
週
月
j
金
調
曜
日
企
碍
お
分
i
M山同
時

土
躍
百
は
ね
時
ま
で

操

市

合

詞

相

談

6
月
習
(
金
〉

お
時

f
m時

平
塚
駅
元
日
交
番
前
パ
ス
の
中
で
一
棺
談
を
受
げ
る
。
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小
さ
い
お
子
さ
ん
毒
つ
お
母
事
ん
事
ほ
じ
め
、
市
民
C
A注
古
ん
か
ら
要
票
強
か
っ
た
休
日
の
夜
間
診
揮
が
、
主
か
ら
悼
B
急
憲
診
揮

所
な
お
れ
る
ζ

主
L
な
っ
た
。

ζ
れ
ま
で
、
休
目
的
診
按
は
昼
間

Zhっ
て
い
た
が
、
腹
部
会
、
業
剤
師
会
議
識
を
重
た
結
果
、
体
日
夜

間
診
療
真
読
し
た
も
の
で
品
売
ζ

れ
で
、
休
日
豪
語
販
に
お
け
る
議
議
は
、
展
、
夜
ま
悲
重
番
樹
、
妻
子
ん
制
翠
認
、

ほ
ぽ
休
日
の
愈
辱
L
対
応
で
吾
る
孟
つ
に
な
っ
た
。

体
日
晶
慮
診
晶
閉
所
は
、
底
面
剛
岳
、
歯
一
り
選
告
さ
れ
て
い
る
。

7
4て
ふ
る
と
、

薬
剤
説
会
の
一
一
一
師
畠
に
よ
一
診
揮
所
の
五
土
ハ
年
度
利
用
状
況
を

る

工
事
讃
負
契
約
を
議
認
市
議
会

の
結
果

安
易
な
考
え
は
困
り
ま
す

わ
が
身
の
安
全
を

「
グ
ラ
ッ
一
と
書
た
白
足
伊
す
く

ん
で
一
時
も
で
曹
な
か
っ
た
」
と
、

ζ
自
よ
豆
な
地
鍵
の
樟
験
談
を
よ

〈一賭〈。
地
鍵
の
と
き
、
普
段
か
ら
ど
の

よ
っ
に
持
動
ず
る
の
か
を
帰
っ
て

い
る
の
と
苦
う
で
な
い
の
と
壱

は
、
大
君
な
違
い
が
あ
る
。

地
鍵
発
ヰ
蒔
に
、
我
が
身
の
安

全
を
保
つ
に
は
、
過
去
の
経
験
者

も
ζ
L、
い
ろ
い
ず
ウ
な
ζ
と
が
考

え
ら
れ
る
.
落
ち
着
い
亡
行
動
し

よ
う
。
マ
島
わ
て
て
外
へ
飛
び
出
す
な

地
震
ど
い
司
フ
と
逃
げ
る
こ
と
ば

面劇
{
符

か
め
考
ィ
え
が
ち
定
が
、
外
は
、
瓦

・
外
援
・
ガ
ラ
ス
m
H破
片
1

広
告

看
板
な
p
h刑
務
ち
て
く
る
の
で
非

常
に
市
験
。
逃
げ
る
の
は
、
生
命

を
守
る
?
あ
の
最
後
の
革
段
で
あ

る。マ
溺
丈
な
杭
T
7
1ブ
ん
の
下
へ

タ
ン
ス
や
本
欄
が
倒
れ
た
り
、

欄
め
上
の
物
申
由
樹
器
具
が
落
ち

た
り
し
で
け
が
を
す
る
ζ

と
が
考

え
ら
れ
る
。
析
や
一
ア
I
ブ
ル
の
下

へ
身
ぞ
か
〈
し
、
安
全
玄
闘
争
フ
。

マ
ト
イ
レ
・
風
呂
場
が
安
全

ト
イ
レ
や
鹿
島
田
揮
は
、
四
隅
に

柱
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
!
些
較

的
安
全
な
一
揖
携
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
a

逃
げ
己
む
シ
墨
ほ
、
入
口

の
ド
ア
は
閉
め
ず
に
出
口
争
確
保

し
て
お
こ
う
e

マ
二
階
の
ほ
う
が
安
全

無
理
に
一
階
へ
駆
け
降
D
ず、

伊
窃
一
ま
ま
二
階
で
様
子
音
見
ょ

う。

お寅い物やお食事などのお出か

けの擦は、ぜ‘ひご利用ください。

。利用量寺罪喜…午前8時から午後1傭まで

0料 金日①綴初の1時間まで脚内

②以控ぬ分ときとに 1∞河
③午後1寝静から翌翌日午前8時まで cl夜〉

1.∞0円
。回数コイy，，.，.1位 1∞月のものを

11放1.0∞内
平車市路発公社

学4甑1.12'...~l 

p;ま::

市へのご意見や委譲、苦情など

があったらお気軽にお出かけを。

今月の日韓です
@S 月2自信(本〕午前1欄~1時
ところ吉沢公民館

。 6 Jl 2書留〈土〉午後2時~4時
ところ土巌公民館

。7 月 15日(木)夜7時~9時
ところ金回公民館
穏当広報螺広徳鶴舞軍密 23-1111

267 



事
@
五
月
十
自
主
品
月
五
百
に
、
湘
再
開
地
域
に
阜
〈
も
光
忽
苧
ス
モ
ッ
グ
注
意
報
が
発
A

弔
さ
れ
た
。

C
れ
か
ら

の
季
節
は
、
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
が
易
生
し
や
す
〈
な
る
。
県
大
気
回
軍
晶
諜
を
レ
陣
、
披
露
童
九
然
に
防
な
っ
と
、
常

時
監
視
部
制
を
と
白
、
筒
様
機
関
と
違
絡
が
誇
L
じ
て
い
る
。
設
民
の
み
な
苧
ん
、
テ
レ
ピ
'
-
マ
ジ
オ
・
チ
レ
ホ

ジ
サ
ー
ビ
ス
書
演
じ
、
光
化
学
ス
モ

y
Fの
被
害
に
あ
わ
ぬ
昔
、
十
分
筆
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

つ

県
下
で
は
、
裕
樹
五
十
六
年
度
に
媛
、
う
が
い
を
す
る
と
と
も
に
、
奨
七
か
所
に
設
置
し
て
あ
る
紡
災
捕
縄

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
注
議
報
が
十
一
一
回
常
在
生
じ
た
と
き
は
、
援
問
由
ま
み
自
で
お
知
ら
せ
す
る
俸
制
を
盤
え
て
い

発
帝
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
被
害
て
を
受
け
る
ζ

と
が
必
要
で
あ
る
。
る
。

発
症
関
数
は
五
間
以
で
、
被
害
届
出
者
光
化
卒
ス
モ
ッ
グ
は
、
工
場
や
白
み
な
さ
ん
も
、
光
低
学
ス
モ
ッ
グ

数
笠
ハ
恒
国
九
一
十
五
入
に
の
ぼ
っ
た
。
動
車
か
ら
…
排
出
さ
れ
る
蜜
素
酸
化
由
被
脅
L
あ
わ
由

4
5む
注
意
究

市
内
科
は
、
六
月
十
六
日
L
小
学
物
、
際
化
水
素
等
炉
、
変
の
強
い
太
万
一
、
被
害
に
あ
っ
た
と
き
は
、

生
一
入
、
七
汚
十
六
日
に
幼
児
a
小
陽
光
融
(
紫
外
綿
)
を
受
一
立
し
、
光
環
境
保
全
諌
(
矯
話
お
一
一
一
一

学
袋
、
高
校
長
が
各
一
人
ず
つ
、
七
化
学
皮
応
在
高
田
乙
し
、
発
住
す
る
と
悶
綿
一
一
一
一
一
一
一
、
土
輯
日
午
控
・

8
纏

月
+
七
箆
に
は
小
学
生
一
一
一
人
が
、
そ
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
乙
白
翁

5
・
体
日
は
お
〕
一
一
一
O
〉
へ
連

れ
ぞ
れ
被
脅
ιあ
っ
た
。
症
は
、
気
象
提
件
に
強
〈
左
右
さ
輯
を
e

党
俗
学
ス
モ
ッ
グ
由
被
芦
L
あ
う
れ
、
晴
天
白
臼
で
一
視
界
が
惑
く
、
高
マ
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

O
厨
五
ー

と
百
回
が
痛
い
、

gが
チ
カ
チ
カ
す
温
、
多
混
、
鼠
が
覇
い
と
吉
に
発
生
二
一
一
一
j
i
l
l
z

一
二
一
一

晶
、
の
ど
か
痛
い
、
霊
さ
込
む
、
開
閉
し
や
す
く
な
っ
て
い
る
。
マ
予
報
放
送
・
チ
レ
ピ
神
事
聞

が
痛
い
、
牡
書
員
が
古
る
、
体
が
だ
市
環
境
援
金
震
で
は
、
県
大
気
保
月
1
金
糧
自
午
睦
2
時
か
ら
一
升

る
い
な
ど
の
混
一
状
が
出
品
。

ζ
の
止
金
諜
と
連
婚
を
密
に
し
、
注
意
報
が
問
、
土
@
認
曜
日
午
控
ニ
時
一
一
一
十

う
な
症
状
が
あ
っ
た
と
き
は
、
す
ぐ
発
令
さ
れ
た
と
き
は
、
学
校
等
へ
す
分
か
ら
一
分
間
・
ラ
ジ
オ
日
本

麗
外
で
の
趨
動
を
や
め
、
水
で
洗
ぐ
連
結
す
る
と
と
も
に
、
市
内
回
十
毎
日
午
前
十
時
四
ニ
ュ
ー
ス
の
韓

る

今
年
も
か
ん
が
い
期
主
拍
手
え
、
議

襲
用
水
隅
盟
司
V
A
U

取
水
時
期
と
な
っ

た。
ιれ
か
ら
用
水
路
等
由
水
量
が
増

え
情
擬
な
の
で
、
用
水
路
や
汚
水
壊

な
ど
で
字
供
た
ち
が
遊
ば
ぬ
よ
Y

っと

注
意
い
た
だ
安
定
い
。

床下薬
I中原地!Zl
6月17日 御殿東町内会、相駐北町内会
6月18日 開殿南町内会、調殿宙町内会
6月19臼 謹宿東町内晶、裏宿西町内会
6月21臼 裏宿南町内晶、裏宿北町内会

6月23月上宿東町内会
6月24臼 上箔南町内会、上守宮北町内会、

上宿住宅自治会

6月25日 下宿東町内会、下宿主吉町内晶、
下宿構町内会、下宿北町内会

8月26日 中宿東町内会、中宿西BlJ内会

E南源地区1
8月28日-29日 南原地区町内会連合会

f壷包地区]
7月 l臼青輔自治会
7月 2日 中久保自治会、花久保自治会

7J'l3日 大久保自治会
7月5尽 翼団東部自治会、真田西部自治会
7月 8日繍之内自治会
7月 7日太田自治会

7月 8日 千須谷自治会、坪之内自治会、
根下自治会

7月 9日-10日片縄自治企
7月138 広111自治会
f金泊地区】の一部
7月14日入野町内会
7 J'l15百長持町内会

ゼンター

1磁……余震ロど-

2~基…ー・ブチュアピー

みなさんの待ち合わせ、ふれあい、強いの揚として、

いつでも、どなたでも気軽にと利用ください。

・使用時轡午前古時~午棲5時

球力ノレチュアロピ}は、世界や日本の旅行、遊びの

市民ロピ」には市内の右fムパホノレ

選挙.就学、国匡予手金、菌民鍵康探

検、予訪接種、印鑑証椀などのもとになる重要なもの

ですe 住所が変わったと吉は必ず14日以内に届け出を

して〈ださい。

履け出には、その方の5;名、住所。異動した年月

日、従前の住所等がわかるようにし、本人または世帯

主帯市届け出るζ とになっています。

うその届け出をしたり、正当の理由がな〈届け出を

おζたった増告は過棋が耕せられる場合があlJます。

出担当市民諜住民登録係〈鰭話23-1111)



期待[立大きいけど、さて、どんな識がとれたのでしょう

三ノ守

Jま各自持暑とする。

5月288(月〕 午後 1 縛~8&寺
7丹5日(月〉グ
7月268(月〕グ
斑軟式テニス13時-16時まで。
パレ」は16時-2日時まで。
なお、連動くペコく上ば書〉と建費量訪ので古

る服装で事加するιとe
主皐治 体膏揮 官霊諮31-3鵠自

市民のみなさんは愛之され親しまれている平壌海岸。か9ではi君浅の海水浴場守した

みんなで

母語

一一、~ノ、J、J九回~、ノ、r

務事費ケ1I7-J!- 平塚露間帯口からパス

2番綿市内田lJ市営プ}ノレ高官」下車

語審務滋場公豊富ブー)~ 関上のパスで

「持者南海岸公盤J下車

。書調設真週間 7 月 1 怒~8 Jl31沼
午前10時へ午後4時30分

。入場料小、中学生5C問、高校設以上150fIl
申ご;主草壁 7'FJ 2臼から20げまで、学校水泳数箆

が弱かれるQうで、遊ぬよむ迷態をお古'U-ずるζ

とがあるのでな了解を。競揖F丘プーノレは汚~
金瞳自の午前と午後、土曜日の午前中。海晴海



6月15目、 29臼、 7}寺13日
6月15呂、 29目、 7月13臼
6月16臼、 30白、 7月14日
6月178、 7Jl1日、 15日
6月17白、 7月 18、15日
6月18目、 7月 2日、 16日
6 Jl19日、 7月 3臼、 17日
6 Jl22日、 7月 6目、 20沼
6 Jl22目、 7月 68、20日
6月23目、 7月7日、 218
6月24臼、 7月 8日、 22臼
6 Jl24日、 7月 88、22日
6月お目、 7Jl9呂、 23日

・開設時間はI耳障30分から14時30分まで。ただし、
ふじみ野襲会所は14時から15時まで。封印は15時か
岳16i翼手まで。

・雨天のときは中止となる。次白白とま利用在。

女F骨骨封切周年記念峡酒会

市制20周年から10周年むとに製作した記念
映画世上狭する。

・期日 7 Jl l 沼〈京コ ~3 日仁土) 1盛時
7Jl48 く日) 10倖き、 14際手

「ひらつか.20周年四揖みJ白黒22分
「ひらつかJ30周年記念1映画 カラ-12分
r1972平援J40周年記菅波闘力ラ-30分
「才った〈したちのまち平塩J50周年記念品央
画カラ-30分

1:<市借']50潟王手記念展示会
「平塚風景辞滋展J

-耳耳目 7月 1日亡木)~4 臼仁日〉
・畠揚慰留銀3階

1をこども験室覇会

• 7月18日 (8) 10時、 14時
「郡高去のドラ太郎jアニメ・カラー30分
山田洋次潔作 f鍔はつらいよJの魅力を動
物アニメーションにした、格輯ある名作。

「イチゴが連軍んだ手紙」郎朕極力ラ-32分
百で寅ったイチゴ。その暗由中に入ってい

た産地む子科の手紙をきっかけに、害事告と綾

村の'J>t;r:の憾で友情tJ場設えてい〈。
食休館回毎週月曜日、月東

会殴聖書館 干254浅鶴町12--41宮霊感31ーベ0415

6月四日まで休館
会館殺虫潤欝のため、 6月ぬまで休館して

いる。この綴閣は、豊富内へ入れないのでむ注

意も

会休館日 銭週月摺目、丹東

決博物舘干254浅鶴町12-41懲綴33-5111

海宝寺

斑豊田公民館

京阪村ちびっ子広場

揖島公民館

出向崎公民館

間金自公民館

ふじみ野田支援事会所

土屋小学校

国吉沢公民館

高松延小学校

金目小学校

誠みず5ま小学校

小学校4年生以上を対撃に跨〈。

「チョウの観曹j

アゲハチ Eクなどの行動在中心に観察をす

る。(揖議はしないコ

・期日 7月22白、 23日 (2日間〉
・場所高勝山、湖南平付近

・申し込み 7月初日までに往復は:がきで。
多数のと曹は、指せんで犯人。

「員化石在調べようJ
・耳耳目 7 Jl30目、 318、8月 3臼て38開〉
・場所 大司臨海揮、大曲付近

・申し込み 7月20臼までに往復bお噌で、
多数のときは、指せんで30人。

女サマーセミナー募集

小・中学生者対象に、変体みに2拍38の
自然観富と窃障生活を体験する。

・耳耳目 8月23日 E臼)~25 げく〉

・対象小学噌5年生から中学校3年窪まで
の男女、品入。

・応募方法案内曹を博物館受付で配布して

いる。また、 60円切手間封白うえ申し込ん
でいただげれば索p号欝を送る。果内望書をと

覧のうえ申し込みを。

.)O;算締め切V 7月10日u己コ

女自然綴察会入門譲渡

7
月
曲
目
ま
で
に
は
が
き
で

1:<"1骨紙切潟若手記念態示会

公調書聖 f高額慎答立レクショy ・鳥海青児
治彰翻」

・線開 7月 1日〈木)~7 月 4 臼 Eお〉

・虫場 特別展示室室、講堂

人形重要「相模人静芝層部島~.乙女文楽J

-業払唱 7Jl1日 Gj;:) ~7 月 4 日 〈日〉
-晶場博朝銀入口ホ」ノレ

台市和j邸周年記念お茶会

ιのほど50周年記念事禁で豊富備した文化公
爵内にある日本庭軍曹の披擦と、 ζれを草皆註し

て、 Cこでお茶金〈野点〉者関〈。

・期日 7月 1日〈木) 1由時~15時30分

7月4日〈臼)10時~15時30分

会少年将棋教室

一この変多量えて強〈なろうー

将棋を覚えたい人、もっと強〈なりたい人

のために、上手に覚えてすぐ強〈なる将棋教

室を関心
朝日 7 月初日、 8 月 3 日 ~6 日 (5 白〉

・時間 13時30分~1由時

指嘩 日本晴棋連盟平塩支部岡本昭男三

段

'対象小学校3年生~中学校3年笠 20人
・申し込み 官軍話か、直接来館空。

官休貧富尽 毎週月盟日

*膏去年金館

干254i浅間街T12-41 童聖書苗32-7029



ー前期 午喜吉 9 時:対日分~ll時30分

妊娠7か月までの方
・後期…午後 1 時30分~4時
妊娠8か月以上田方

覇軍日程 5月18臼、 7Jl9臼、 16臼
覇軍母子健康幸曜とスラックスを特害

額申し込み 簿話'M立がきで探臣室セ
ンター仁中里34-17、電話34--0311
3へ。主治医の許可を得てから霊参加

を.

藤韓議調融

歯金書皆保健セン虫ー

翻受付午後 1時~2時

重量母子健康手帳本冊・月間問、輩記用

異を持参参 (3か月児は本掃のみコ

[3か月i昆3
7月 7B 57年 3 !'l 1 日 ~10日生

7 Jl21日 57.年 3 月 11 日 ~20日生

7月28日 57年 3 汚21 日 ~31日生

口調児1
7.Fll日 5生年 5 Jl l 日~1O日生
7月 8臼 5生年 5 月 11 日 ~20日生

7 Jl22日 54年 5 月21 臼 ~31日生

翻対韓接種当Bに構12か月者経過
して72か月末機白幼児。
醸接種方法開業援・病院で年間

(7~8 月を除<)をi車巴て接舗で

吉る。接種尽は監前とむ栂談者。

翻料金無輯

蕗持書するもの母手健綾子帳、保

険ilIE

離藤麟轟轟議議襲警
務対草食事竜1歳までの赤ちゃん
罷畳付午前9時3似合~1出時3C分

騒母子嬢康手帳を特書

6 Jl17日豊田公民館
6月22日鴻公民館
7月 18 吉沢公民館
7月12日市役所B金聾Z吾
7 !'l13臼 金自公民鰐
7月訪日 大野公民認宮

震公約勺
屋大'搭ちゃん

古平車市重喜平25-21、中央青年の
家にお勤め由長盛衰さん (26撞〉
と由翼さん (26歳〉の長男、現在
97l'月半で身長80個、体重10.8同
56年 8月29臼生まれ。
簡も生え始め、ちょっぴりお兄

ちゃんぽ〈なった大積ちゃん、も

うよちよち揖きがで君る。おじい

ちゃんとおまあちゃんもいるので

遊ぴ相手に不自由しなU、が、 8月
からお母さんが棺模小学校の生盟主

に復職するので、少し寂しい。

〈募集>，:，応募》官製はがきに住所・父母の民名・揮ちゃんの
名まえと生年月日・親白年齢・鑓話番号・父親の瞳繍

を書いてお出しください。対象は1埠宋輔の罪ちやんです。応募された
はがきは、毎月初日(2C日梢日日まで〉に締切り、翌月の広朝紙に掲載し
ます。掲載した罪ちゃんには、記念写誼と掲載広報紙10部聖護しあげま
す。<今月の応害者は38人でした〉
留品て尭・干254揖間町9番 1号・車場市広報課揮ちゃん葬聾陣。

懇篤 1 錫・ 3 路軍~Iナる
・対議 2毅(24か月〉から4歳 (48
か月〉までの幼沼。なお、接種間婦

は 2阻3慰とも3週間から 8;麗間。
藤揮2期 1回受ける
・対富良 欝 I耳耳目3厨自が鰐わって
から1年以上1年 6かR以内の期憶
に受ける，なお、揮1綴を早めに受
げて、第2期もなるべく 4歳までに

時了するようにしていただきたい.
[6月1
23日 福祉金書官、媛保全銀
油公民館

24日 大野公民館、横内問地集会場
民量豊E自公民館

25日保健セYター
京中央捜瀦土沢支所

[6月1
(H皇后〉

22日 保健センター
麹対象・初回接種当臼に糖3績を (2回目〉
経過して6歳こ達するまでの幼児 16日大野公民館、横内部鱒鍋
(l週明白間痛で 2回受ける) 出豊沼公民館

・追加昨年初回線種を完了した幼 17日 旭公箆館
児(l関口 。 問中央農協土沢支所

完量売

離麟盤襲撃覇
盤晶場時纏セ'/3<-

綴受付午睦 1時~2時

鰯母子理主購手帳と輩記用具を持番

7月15日 56年 1月生
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決められた収集自の朝S時30分までに

ごみを出しましょう。自分勝手に出され

ると集積場所に隣接する家庭がお限りに

なるので、絶対にやめてください。

南河警捕苧数料 Eし尿、盟輯ごみ〉由欝1期分

の割毘耳限は6月30日です。期日までに忘れず

に納めてください。

担議環境衛主主輔務燦

片間公民委宮

北久揮公民館

万田公民館

広!I神社社務所

長持町内会館

山下団地襲会場

。金自公民館

纏公民館

平器市栴業協同組合

5Jl18現在、137，621人の加入者があbました。ま

だ加入手続きがお積みでない方は早めにお申し込み〈

ださい。加入申込曹はお近くの金融機関に捕えてあり

ます。

。毘舞金の鱒京婿鶴は、事故発生の尽から 1年以内で

す.

。必聖書な書書類 ②知車災害調高加入者証 ②事故盟主llJl

樺 @医読の診断署管 @印鑑

努窃挙しいζ とは、市型虫重量百註錬(舞鶴語23-1111)へ

7月13臼
7月148
7月15日
7月16日
7月19日

7月2日日
7月218
7月22日
7月23日

交通災害共済制度の加入
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う
に
な
っ
た
の
は
い
つ

な
ろ
ヂ
忽
~
号
っ
か
。
む
〈
讃
近
ま

で
は
、
自
分
た
ち
で
珂
ら
か
の
貯
や

方
法
で
ゴ
ミ
を
片
付
け
、
始
末
し
て

い
た
は
ず
雰
あ
る
。
も
ち
る
ん
、
ゴ

ミ
む
盤
も
員
も
と
り
ま
く
社
会
も
、

今
と
は
ま
っ
た
〈
比
較
雪
量
な
い
ほ

ど
異
な
っ
て
い
た
。
だ
が
、
勝
手
口

か
ら
わ
ず
か
し
か
離
れ
て
い
な
い
ゴ

ミ
聾
韓
溺
に
怪
い
て
く
る
だ
げ
む
議

夜
と
比
較
子
る
と
、
A

「
の
万
が
ず
っ

と
ゴ
ミ
に
対
し
て
無
猿
任
官
旬
、
無
関

心
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ゴ
ミ
を
す
べ
て
自
己
処
理
す
る
ζ

に
荒
ら
吉
れ
散
乱
し
て
い
る
ゴ
ミ
か
み
よ
言
。

と
は
、
現
代
社
会
に
お
い
て
は
不
可
ら
、
ゴ
ミ
の
出
し
方
や
接
調
講
の
整
コ
ミ
白
血
同
謡
語
訳
に
協
力
す
る
ζ

能
に
近
い
。
だ
か
b
と

い

っ

て

、

軍

環

由

懇

話

を

反

省

し

ょ

5
0
ゴ
ミ
処
と
は
、
私
た
ち
ゴ
ミ
を
出
す
者
の
義

穣
溺
に
ゴ
ミ
を
出
せ
ば
ぞ
れ
で
軒
わ
理
議
へ
行
章
、
無
差
別
に
出
事
ふ
れ
わ
務
で
あ
る
。
ま
ず
、
生
ゴ
ミ
の
水
坊

の

合

後

は

行

政

が

や

っ

て

〈

れ

る

で

ゴ

ミ

と

執

っ

て

い

る

い

く

つ

も

の

ヱ

D
、
資
源
ゴ
ミ
の
分
別
、
工
夫
さ
れ

ば
、
あ
ま
わ
d

に

無

賛

否

過

ぎ

る

由

で

程

を

H
M
て
、
ゴ
ミ
苦
労
聞
出
し
て
出
す
た
ゴ
ミ
の
出
し
方
な
ど
出
来
る
ζ
と

は
な
い
だ
る
フ
か
。
今
、
一
番
大
切
な
こ
と
は
、
ゴ
ミ

ζ
と
む
必
要
世
知
ろ
5
0
水
の
流
訂
れ
か
ら
拍
め
、
も
っ
と
ゴ
ミ
に
対
し
て

一
人
一
人
の
鰐
猿
託
、
無
関
心
の
と
戦
う
の
は
、
ゴ
ミ
を
処
理
す
る
行
る
よ
う
な
ゴ
ミ
に
油
を
か
け
て
焼
却
心
遣
い
を
し
よ
う
。

結
築
、
ゴ
ミ
む
璽
ば
年
々
増
え
続
け
政
だ
け
で
な
ぐ
、
む
し
ろ
ゴ
ミ
を
出
し
て
い
る
梧
子
世
見
て
、
水
切
り
白
己
ん
な
自
覚
が
為
ま
っ
た
と
童
、

環
境
を
汚
し
、
そ
り
処
理
に
ば
〈
大
す
私
た
ち
の
慨
に
あ
る
と
い
う
由
党
大
切
さ
一
在
日
開
壱
っ
。
ま
た
、
焼
却
按
平
壇
市
は
ゴ
ミ
戦
争
な
ど
と
い
E2琶

な
財
源
を
使
い
、
ゴ
ミ
一
戦
争
と
い
う
だ
は
な
い
だ
ろ
九
ロ
か
。
の
洩
政
を
、
自
前
い
っ
ぱ
い
の
士
露
葉
と
無
縁
な
市
に
な
っ
て
い
る
だ
ろ

害
援
で
い
わ
れ
る
ほ
ど
ま
で
に
エ
ス
道
端
に
雑
然
と
震
か
れ
て
い
る
大
白
地
へ
捨
て
る
現
状
を
見
で
、

ιれ
う
。

カ
レ
ー
ト
し
た
。
葱
の
ゴ
ミ
や
、
悪
患
者
放
ち
犬
中
柑
拙
か
ら
の
ゴ
ミ
間
磁
を
真
剣
に
考
え
て

A
北
金
萄
粟
田
輝
子
夜
九
V

問
い
合
わ
せ
は
、
市
地
棋
づ
〈
D

諜
市
民
文
化
係
(
電
語
お
i
一一一

一
内
観
二
四
四
)
へ
。

無
料
法
律
相
談

松
長
会
民
簡
で
は
、
寵
丹
、
弁
護

士
賀
原
瞳
光
誌
に
よ
る
無
料
怯
樋
相

談
を
行
っ
て
い
る
。

今
月
は
、

6
月
日
出
臼
(
土
)
に

開
く
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
、
前

日
正
午
ま
立
に
松
原
公
箆
館
〈
電
話

幻
i
六
一
八
六
〉
へ
申
し
込
み
を
。

平
塚
青
年
金
議
所
で
は
、
滋
ひ
ら

つ
か
市
民
市
実
行
番
員
会
白
委
員
を

葬
聾
し
て
い
る
。

詳
し
く
は
泣
ひ
ら
つ
か
市
民
市
揖

備
会
(
電
語
幻
!
六
留
七
凶
〉
へ
。

県
立
農
業
会
館
で
は
、
閣
議
相
談

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
み
な
さ
ん
か
ら
な

相
談
を
お
畳
け
し
て
い
る
。
ま
た
、

県
内
特
建
物
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
も
設

け
た
の
で
、
お
覧
板
に
と
事
館
を
。

マ
開
館
時
間

9
時
i
口
時

マ
体
館
日
一
母
現
宵
月
曜
日

一ポス
h
γ
i
作
文
募
集
-

国
連
協
会
平
軍
支
訴
で
は
、
国
胤
際

平
和
・
国
際
協
力
を
表
現
し
た
、
思

連
ポ
ス
タ
ー
・
作
文
を
募
集
し
て
い

る。マ
ポ
ス
タ
ー
白
部
・
小
、
中
学
生

四
ツ
切
D
、
府
高
校
竺
半
さ
い

・
大
学
生
、
一
般
半
吉
い
ま
た
は

問
問
ツ
切
り

マ
作
文
白
部
(
中
学
生
の
み
)
四

百
字
詰
田
原
稿
用
紙
一
一
一
夜
以
内

マ
締
め
切
D

七
月
十
七
日
(
土
)

門

V

応
募
先
南
地
域
づ
く
り
謀
市
民

文
化
日
開
(
電
話
お
一
一
一
…
円
融

一一四一二)

自ぷ

噛

v
高
社
基
金
へ

会
五
方
七
千
円
、
平
塚
ス
テ
i
シ

ョ
y
ピ
ル
名
属
品
五
十
万
一
千
七

百
五
月
、
時
透
自
鴫
会
十
万
笛
十

八
尚
、
石
村
屋
六
千
円
、
平
塚
家

紋
凧
保
存
会

Z

一
万
円
、
桓
山
シ
ゲ

五
言
万
向
、
菅
原
工
務
后
一
万

円
、
上
村
管
工
〕
万
円
、
石
田
電
業

社
一
万
円
、
関
川
工
業
一
万
円

マ
社
合
福
祉
、
老
人
福
祉
へ
・

3
汚

諸
国
構
内
チ
ャ
リ
テ
ィ
1
パ
ザ
!

十
四
万
五
百
八
十
五
問
、
成
田
友
薫

e

明
正
二
万
円
、
梶
原
俊
院
二

千
三
百
七
円
、
吉
沢
手
芸
ク
ラ
プ

一
万
円
、
磯
崎
輝
夫
四
千
内
、
相

模
扇
子
四
千
円
、
離
日
間
雅
字
一

千
四
百
ニ
十
六
月
、
匿
名
一
万
部

千
円
、
セ
ブ
ン
イ
レ
プ

y
平
境
四
之

宮
古
一
万
一
千
五
言
約
十
九
円
、

鳥
錦
唱
二
千
百
二
十
円
、
松
原
地

沢
一
社
説
一
一
一
千
四
泊
二
十
四
月
、
林

チ
ヨ
四
千
四
百
十
五
円
、
サ

y
ロ

ー
ド
超
一
一
万
八
千
四
百
一
円
、
衛

技
会
館
一
円
玉
募
金
一
一
一
千
七
百
六

肉
、
一
市
民
二
千
円
、
一
一
階
堂
酒

百
五
芋
ニ
百
七
十
七
円
、
高
麗
山

テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
七
万
五
千
円
、
高

本
底
院
一
万
四
千
十
四
月
、
開
野

徳
雄
一
一
一
千
五
百
一
一
一
十
七
月
、
一
老

女
一
万
円

マ
交
通
瀦
児
へ
・
向
原
母
親
ク
ラ
プ

一
万
内
、
思
日
出
子
一
万
六
百
一
一
…
十

一
ニ
丹
、
篠
田
ヤ
ス
一
万
円
、
南
口

子
供
ク
ラ
ブ
五
千
円

wv
葱
ま
れ
な
い
(
児
〉
方
へ
・
平
塚

掛
場
ニ
万
円
、
守
露
珠
算
塾
八

千
円
、
つ
も
る
会
溶
合
五
平
向
、

T
Y

一
千
円
、
平
騒
題
務
総
合
婦

人
部
ニ
万
円
、
痘
名
一
一
一
万
六
千

円

可降

、時

県動物提護センターでは、捨て犬、捨てね

こによるのら犬、のらねζ白携訪臼と、犬ねι
による危曹を防ぐため、今回も次の日穏でい

らな〈なった犬、ね己の主主包収容を符う。

当臼、犬を出されるカは「部かんJ r犬四
鑑本LJ 注射高票 J r愛犬手帳」を持番のう
え、会場へお出かけを。なお、収容車¢停留

時閣は10分。また、ね己は府袋7ドダンボール
箱に入れていただきたい。

7月3 沼 〈こと) 7月10釘 〈ニ主〕
9 '00 神尼公民館 9 '00 松原公民主富
9 '25 大野公民豊富 9 '20 須賀公民館
9 '50 畳間公民館 9 '40 花水公民豊富
10' 10 結晶公民主~ 10 00 重富士見公民館
10' 30 金回公民館 10，30 中原ふ会民館
10' 50 岡崎公民館 10' 55 紹公民館
]!'1O金自公民館 ]! ， 15 吉沢公民鎗

穏東大地護o復興、あるいは屈そ
う組合聞の紛争、童量"淵紡輯会社

盟主瞭施設をめく、る紛争等の諮問題

に及んだ。先見OWlと郷土愛の熱

情は、者いころから垂員あるいは

長・仲裁者となl:J，就学率の劣患

に対しては各戸を甑習して就学者

説昔、校舎設立に尽力し、多いト

ラホ←ム患者白治捧には多額の自

費者寄せて医続を招量、コレラ流

行に露呈しては拒吾する患者宅に吏

員と共に消毒に当たった。また、

駐在巡査招致には貸家を新錯し、

ζ れそ無担貸与して駐在所に充て

、自ら組合長となって日掛貯金を

実施し、大火控白道鴎故悼の擦は

毎臼出掛けて反対者を説揮し、人

夫を管励し、屈そう組合の紛争白

際は自ら小滑に乗P組み清水・鴻

賀よ幻食犠を移入して消費地に送

るなど、献身的な努力をもってζ

れら白問題を解決している.

米穀・庖軒高組合の経滅、干警警

に捕えた耕地の井戸掘り、スイカ

の品種改良、主宰種改良目的自相模

聾蜜研究所の設立、相模11砂利採

集揮の取得も、醇の発案努力に負

うところ古古事いという。

〈文費白井弘〉誠おたずねIま市

史繍ざん欝!̂ -.(費童話31-(429)

} 平垣市載企初代議長として4年

l間勤め、昭和13年、市議会議員在

j 任中に没した濠藤醇は、明治8年

¥須賀村遠藤蕎右衛門長男として出

i主主、開34年、須馬村会議員に当選
i して以来、同村〈のちIIIJ)、平壇
illlJくのち市〉の議員、あるいは中

f都会議員に、 1回の造事選もな〈動
1めた人物である。なお長男の5豆郡

{糟ーも、昭和15年よl:J34年まで市

i議会識員になり、 fうち 5期に及ん

lで識長を勤めている。
f 11事の事績でよく矢口られているの
:は、須時田了・平塩町合併E際の活

E醤と、漁業組合の設立、専用漁業

j 擢の吉宮古来、速海櫓業白推進、定鐘

与総 e魚市場の設重量など、須賀の漁

5業発展に尽くし、更に中郡水産金
l副会長・神劃il県水産会冨会長
i中央水産会評議員等として広〈京
;産会に寄与したことであるが、酵

をむ事績はこれまかDではない。

! A今ヤモの事縞をz療霞賀に限つて見て;iも鯛一一吋業E褒微、漁業の近代化、狭〈曲

l:J<ねった道路、相模Jifの治水、

遅れた教育・底捜・構主主・治安・

梢防・通信施設・貯蓄 a納税思想

、隣村との境界・須賀馬入の水制

賠類、また突発 ~td菌賀介火、

>35< 

る
こ
と
に
封
付
昔
、
様
子
を
見
て

い
る
と
、
自
分
会
見
が
去
揺
げ
ん

か
聖
じ
た
債
は
具
合
室
布
く
な
っ

た
り
、
お
友
達
に
い
じ
め
ら
れ
る

と
気
持
が
惑
と
な
っ
た
り
す
る
ζ

と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
お
母
さ
ん
自
身
が
平
供
の
ζ

ろ
い
じ
め
ら
れ
っ
子
で
あ
ぐ
た
け

れ
丘
、
そ
の
己
ろ
一
人
だ
け
い
た

友
人
と
ほ
、
今
も
し
交
際
が
続
い
て

学
校
で
お
友
達
〉
選
べ
な
〈
て
い
る
乙
と
室
思
い
起
こ
し
て
い
る

い
じ
め
ら
れ
る
小
学
2
年
生
の
A

う
ち
に
、

A
君
に
は
A
箸
の
世
界

曹
は
、
身
拡
が
弱
く
て
す
ぐ
に
熱
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
元
気
に
漁
ぴ

考
出
し
、
学
校
で
も
よ
く
気
分
が
自
ら
な
く
て
£
い
い
の
か
も
レ
れ

悪
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
近
所
な
い
k
葺
え
る
よ
つ
に
な
D
ま
し

の
用
計
四
子
む
よ
っ
に
元
気
に
鶏
口
た
。
算
数
や
部
青
は
で
き
な
く
て

包
っ
て
欲
し
い
の
に
、

A
君
は
、
も
軒
き
ア
五
U
Dが
あ
る
と
い
う
こ

お
衣
最
も
な
く
、
一
人
で
一
図
鑑
を
と
は
ず
ば
り
し
い
と
思
い
、
関
鍛

与
ぶ
ゑ
仔
。
お
母
さ
ん
は
、
だ
け
で
見
で
い
た
嬰
崇
持
に
は

情
け
な
く
な
り
イ
ラ
イ
一
ム
一
一
戸
主
宰
一
緒
に
撮
り
に
行
く
よ

ラ
と
怒
っ
て
ば
か
り
い
件
t
j
一
%
Y
R
-フ
に
も
な
り
ま
し
た
。

る
、
と
相
談
に
号
え
ま
鈎
に
ゴ
〆
時
そ
の
う
ち
に
間
口
昆
虫

し

た

。

一

二

一

己

完

蓄

の

霊

祭

で

吉

あ
る
時
A
君
一
炉
、
お
一
仁
明

3
4約
て
、
さ
忌
に
学
校
甘
い
も

母
守
口
ん
に
「
僕
の
己
と
渉
三
均
約
レ
お
主
也
し
い
子
同
士
で

嫌
い
な
の
。
僕
は
い
な

z~E4ゴ
ご
二
議
遊
べ
る
よ
ラ
に
な
っ
て

い
方
が
い
い
の
」
シ
品
開
く
の
で
、
発
売
と
の
ζ
と
で
す
。
「
平
良
に

お
母
さ
ん
は
、
び
っ
く
b
し
ま
し
は
様
々
な
タ
イ
プ
が
あ
る
の
だ
か

た
。
尋
ね
る
と
「
熱
ば
か
り
出
し
ら
A
の
タ
イ
プ
や
ま
く
知
っ
て
あ

て
操
に
な
っ
ち
ゃ
-
立
と
い
つ
も
げ
る
の
が
母
親
と
し
て
の
私
自
罫

一
宮
中
つ
で
し
ょ
」
と
百
う
の
だ
そ
つ
め
だ
っ
た
ん
で
一
す
ね
」
少
話
す
お

で
す
。
そ
れ
で
お
母
さ
ん
は
、
何
母
さ
ん
は
、
と
て
も
さ
わ
や
か
に

も
分
か
ら
な
い
と
震
っ
て
い
た
A

見
T

え
ま
し
た
。

宕
が
実
は
と
て
も
撤
感
な
子
で
あ

6f120日〈臼〉
午前S時から〈小雨決行〉

O当日は午前7時に花火で予告の合図をします

。雨天白場合i訓闇延 (6月278)

。清捕するところ

。自宅付近の道路

広場、公園、子供の遊び場

モの飽公共の場所

と き

平壊市費イヒ遼動車施本部

く〉巡回尽程 6月22日〈ソ() ~25 E1 (金)10時~

15持構慌ゴム平器製造所/6月26日 ζ士:)10時

~15時五領ク台高校/6 月30日(水〉・ 7 月 1

日〈木) 1出寺~15時東海大学/7 月 9 日〈金〉

10時~15時江南高校

~~旬、ご協力品田炉とうございました一一~、

小松電子金属96人、構誤ゴムハマタイト工場46

人、横棋エイロタイツプ53人、旭地Z自治会88人

平塚ライオンズクラブ 147人、東海大学部膏常任

主委員会 760人、ローターアクトクラブ 137入、車

着地区自治虫79入、釈煎街頭 183人
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